智慧結び法要短縮版 次第

転座
説示
○○さん、ご家族の皆さん、智慧結び法要、まことにおめでとうございます。この「智慧結び法要」は、浄土宗をお開きになった法然上人にあやかり、御仏の智慧を授かり、○○さんの輝かしい未来に向かって歩むために、明るく、正しく、仲よく生きることを誓い、本尊阿弥陀如来、また智慧の仏様である勢至菩薩に学業成就をお願いいたします。今日の智慧結び法要をきっかけに、心豊かな人生を送れるように努力を重ねて参りましょう。
（＊受者に導師の前に出てきてもらう）

灌頂洒水（＊ここでは洒水器を用いた作法となっています）
それではまず聖水灌頂を行います。阿弥陀如来様、勢至菩薩様の前で、この智慧のお水をおつむから注いで、大いなる仏の智慧を授かります。それではこれから作法をいたします。合掌をお願いします。
（順三）
おつむを下げてください。
これはこれ阿弥陀如来より給われる勢至菩薩の智慧の水なり。
弥 (み)陀 (だ)心 (しん)水 (すい)沐 (もく)身 (しん)頂 (ちょう) 南無阿弥陀仏 （灌頂洒水）
（逆一）

同唱十念 
それでは、学業成就、ならびに身と心の健やかなることを願って、皆さまとご一緒に十遍の南無阿弥陀仏をお称えいただき、阿弥陀如来様、勢至菩薩様にご祈願をしたいと思います。
本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)勢至菩薩 (せいしぼさつ)御威光倍増 (ごいこうばいぞう)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)
同唱十念

誓いの言葉
　ただ今、○○さんは仏様からの智慧の水を授かりました。それでは、○○さん、本尊阿弥陀如来様、勢至菩薩様、また今日お集まりの皆様の前で、誓いの言葉を述べてもらいます。
　（＊受者に「誓いの言葉」を渡す）
では、読み上げてください。
　（＊受者による誓いの言葉）
「本日 (ほんじつ)の智慧 (ちえ)結 (むす)び法要 (ほうよう)にあたり、本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)様 (さま)、勢至菩薩 (せいしぼさつ)様 (さま)から智慧 (ちえ)と慈悲 (じひ)を授 (さず)かりました。今日 (きょう)の気持 (きも)ちを忘 (わす)れず、法 (ほう)然 (ねん)上人 (しょうにん)を仰 (あお)ぎ見 (み)て、明 (あか)るく、正 (ただ)しく、仲 (なか)よく生活 (せいかつ)し、学業 (がくぎょう)に励 (はげ)むことを誓 (ちか)います。
○○年○月○日　　○○」
（＊お守りと、読んだ「誓いの言葉」を載せた華籠を受者が持ち、導師を先導にして内陣本尊前まで進み、本尊前の三方の上に華籠を置く。その後、本尊前で焼香。受者は元の席に戻る）

転座
開経偈
誦経（焼香）『般若心経』など
（＊この間、導師はお守りへの洒浄作法）
祈願
　本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、○○家 (け)先祖代々 (せんぞだいだい)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)
[bookmark: _GoBack]　祈願 (きがん)し奉 (たてまつ)る信心 (しんじん)の願主 (がんしゅ)は○○、祈願 (きがん)し奉 (たてまつ)るところ○○
　学業 (がくぎょう)成就 (じょうじゅ)身体 (しんたい)健全 (けんぜん)無事 (ぶじ)成長 (せいちょう) 無 (む)諸 (しょ)障礙 (しょうげ)哀愍 (あいみん)護 (ご)念 (ねん)

普済偈
同唱十念
お守り授与
挨拶


